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News Release 

2025 年 6 月 27 日 
株式会社日立製作所 

日立、サステナビリティ戦略「PLEDGES」を策定 

株式会社日立製作所(以下、日立)は、新経営計画「Inspire 2027」にて、環境・幸福・経済成長が調和するハーモナ
イズドソサエティの実現に貢献し、持続的に成長することをめざします。その実現に向けて、サステナブル経営の深化を進め
るにあたり、新たなサステナビリティ戦略「PLEDGES」を策定しました。 

 
背景 

日立は、創業以来の企業理念「優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する」に基づき、110 年を超える
歴史の中で、社会が直面する課題の解決に取り組んできました。新経営計画「Inspire 2027」においても、社会課題に
寄り添い、これまで以上に IT、OT、プロダクトの強みを活かし、社会への価値提供ならびに企業価値の向上をめざしてい
ます。世界の競争環境が急速に変化する中で、サステナビリティは競争力の源泉であることから、日立が持続的な成長を
実現するためにも、サステナビリティを経営戦略の中核に据えた「サステナブル経営」の深化を進めます。そのために、日立を
取り巻く事業環境やサステナビリティに関する社会状況を踏まえ、事業におけるリスク・機会ならびに事業活動が社会へ
与える影響の分析を実施し、グループ全体で取り組んでいくサステナビリティ戦略「PLEDGES」を策定しました。 

 
サステナビリティ戦略「PLEDGES」策定のプロセス 

 
*1 ESRS - European Sustainability Reporting Standards (欧州サステナビリティ報告基準） 
*2 SASB - Sustainability Accounting Standards Board (サステナビリティ 会計基準審議会） 

 
サステナビリティ戦略「PLEDGES」の概要 

サステナビリティ戦略「PLEDGES」は、持続可能な社会および事業成長の実現に向けて鍵となる 7 つの戦略の柱で構
成されています。はじめの 6 つの柱である Planet、Leadership、Empowerment、Diverse perspectives、
Governance、Engagement には、日立グループの持続的な成長を支える経営基盤強化に繋がる考え方や戦略が含ま
れています。S(Sustainability for all)は、6 つの柱に基づく事業活動を進めることで、社会へ価値を提供するコミットメント
を示しています。 

各戦略の柱ごとに KPI/目標を設定しており、一部の目標については、2025 年度より役員報酬における短期インセンテ
ィブまたは中長期インセンティブを決定する評価指標として組み込み、推進を図っています。 

 
 

❶ ❷ ➌ ❹ ❺ 
 

ESRS*1・SASB*2 等の国際
的な基準を参照し、サステ
ナビリティトピックスリストを
作成 
 

各事業の特性や 
バリューチェーンを考慮し
た事業リスク・機会/ 
社会インパクト分析・ 
評価の実施 

国内外の投資家、国際
機関、NGO 等との 
ダイアログを通じて、 
外部ステークホルダーから
の期待・要請を確認 

新経営計画「Inspire 
2027」における日立グループ
サステナビリティ戦略
「PLEDGES」を経営会議・
取締役会にて報告・承認 

日立グループの経営 
方針・戦略の観点 
から経営幹部含めた
議論の実施 
 



2/3 

 
戦略の柱 含まれる 

テーマ 
めざす姿 2027 年度 主要 KPI / 目標 

 (2024 年度実績) 
達成に向けた主な施策 

Planet 脱炭素、サー
キュラーエコノ
ミー、ネイチャ
ーポジティブ 

脱炭素の実現に 
向け、GX をグローバル
でリード 

事業所(ファクトリー・オ
フィス)の GHG 排出
量削減率(2019 年
度比）  

75%*3 

(2025 年度サ
ステナビリティレ
ポートにて開示) 

省エネルギー設備・再生
可能エネルギー設備の
導入、非化石電力の 
調達 

Leaders
hip 

人財の獲
得・育成、
個々人の 
リーダーシップ 

社会課題を自分事と
して捉え、時代を切り
拓く人財が変革を 
けん引 

従業員の成長マイン
ドセットスコア 

70ポイント*3 

(新規指標) 
自律的キャリア形成に
基づく人財開発や人財
流動性の促進、リーダー
人財の確保・育成 

Empow
erment 

従業員エン
ゲージメント、
カルチャー 
醸成 

学びを称賛し、挑戦と
成長を促す組織風土
の醸成 

従業員エンゲージメン
トスコア*3 

80ポイント*3*4 

(71.5 ポイント) 
心理的安全性の高い 
職場環境および業界 
トップ水準の報酬設定、
意欲的な目標設定と 
成果に対する報酬との
連動強化 

Diverse  
perspec
tives 

インクルーシブ
な職場と 
成長機会 

多様な人財が能力を
最大限発揮し、イノベ
ーションを創出 

新しい“Make a Difference!” 
プログラム*5 を通じた、革新的アイディア
の実現 

組織・業務変革に関す
るアイディアの応募促進
と称賛、アイディアの 
実現推進 

Govern
ance 

企業倫理・ 
コンプライアン
ス、安全衛
生、品質・ 
製品安全、
情報セキュリ
ティ、AI ガバ
ナンス、リスク
マネジメント 

安全と倫理を最優先
とし、レジリエントな 
組織基盤を構築 

総災害発生率
(TRIFR: Total 
Recordable Injury 
Frequency Rate) 

0.1以下*3 

(0.13) 
ハイリスク作業に対する
リスクアセスメント、災害
強度低減対策の徹底 

Engage
ment 

サステナブル
調達、人権 

ステークホルダーと共に
サステナブルなバリュー
チェーンを構築 

日立とともに環境や
人権に取り組む調達
パートナー数(2024 年
度比) 

1.5倍*3 

(約 4,000 社) 
調達パートナーのサステナ
ビリティ評価やサステナビ
リティ監査・モニタリング
などの取り組み強化 

Sustain
ability 
for all 

社会への 
価値提供 

PLEDGE により、社会への価値提供と日立の持続的成長を加速 

*3 役員報酬における中長期インセンティブ報酬または短期インセンティブ報酬と連動している KPI/目標 
*4 グローバルな競合他社を上回る、意欲的な目標として 80 ポイントを設定（基本目標は 75 ポイント） 
*5 日立グループ従業員を対象にしたボトムアップによるアイディア提案と実現を支援するプログラム 

 
Planet ：グリーントランスフォーメーション(GX) - 世界で深刻化する環境課題に対し、日立は長期的な視点での取り組
みが必要であると考え、グループ全体でめざす方向性を示した環境ビジョン*6 を定めています。この環境ビジョンで掲げた 
「脱炭素」「サーキュラーエコノミー」「ネイチャーポジティブ」の 3 つの柱の下、取り組みを推進することで、すべての人が地球環
境を守りながら豊かな社会を実現できるように、グリーントランスフォーメーション(GX)のグローバルリーダーをめざします。 
*6 2025 年 5 月 27 日ニュースリリース「日立、環境ビジョン・環境長期目標「日立環境イノベーション 2050」を改定」 

  https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2025/05/0527.pdf 

 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2025/05/0527.pdf
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Leadership / Empowerment / Diverse perspectives：人財強化・組織風土の醸成・多様な視点の活用 - イノベ
ーションの創出を実現するためには、人財の強化ならびに挑戦と成長を促す組織風土の醸成が不可欠です。この考えを
もとに、変革をけん引する次世代リーダーの育成強化を図るとともに、挑戦と成長を促す組織風土の醸成に取り組みま
す。また、一人ひとりが多様な視点を受け入れ、共に成長できるインクルーシブな文化の構築に取り組むことで、社会へ価
値を提供します。 
 
Governance：レジリエントな組織基盤の構築 - 日立グループの事業環境は日々刻々と変化しており、持続可能な成
長を実現するためには、組織全体のレジリエンス強化が重要です。グループ全体で安全・安心な職場づくりを進めるととも
に、一人ひとりが誠実で公正に行動できる企業文化の醸成を図ります。また、グローバルでのリスクマネジメントならびにガ
バナンスの強化を継続し、社会から信頼される企業であり続けることをめざします。 
 
Engagement：サステナブルなバリューチェーンの推進 - 世界各国で、多様なステークホルダーと関わりながら事業を展開
する日立グループにとって、サステナビリティの取り組みをバリューチェーン全体で推進することが責務であると考えます。その
実現に向けて、バリューチェーン全段階において環境・人権を重視した事業活動を推進し、特に上流においては、調達パー
トナーの皆さまと連携し、サステナビリティを重視した調達活動に注力します。ステークホルダーの皆さまとの協創を通じて、サ
ステナブルな社会・事業の発展をめざします。 
 
Sustainability for all：社会への価値提供の実現 - 7 つ目の柱である S は、6 つの柱に基づく事業活動を進めること
で、社会へ価値を提供するコミットメントを示しています。サステナビリティ戦略を事業の中核に据え、Lumada をコアとした
社会イノベーション事業をさらに加速させることで、グローバルでの価値提供をめざします。 

 
 
日立製作所について 

日立は、IT、OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用した社会イノベーション事業(SIB)を通じて、環境・幸福・経済成長が調和するハーモナイズドソ
サエティの実現に貢献します。デジタルシステム&サービス、エナジー、モビリティ、コネクティブインダストリーズの 4 セクターに加え、新たな成長事業を創
出する戦略 SIB ビジネスユニットの事業体制でグローバルに事業を展開し、Lumada をコアとしてデータから価値を創出することで、お客さまと社会の
課題を解決します。2024 年度(2025 年 3 月期)売上収益は 9 兆 7,833 億円、2025 年 3 月末時点で連結子会社は 618 社、全世界で約 28
万人の従業員を擁しています。詳しくは、www.hitachi.co.jp をご覧ください。 

http://www.hitachi.co.jp/
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このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 お問い合わせ
先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性
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